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購
令
和
５
年
度
　
事
業
報
告

（抜
粋
）
か
ら

「知
的

。
発
達
障
が
い
者
」
の
理
解
を
推
進

福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長
　
　
横
山
　
利
恵
子

○
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
推
進

「出
前
講
座
」
に
つ
い
て

育
成
会
は
、
令
和
５
年
度
、
知
的
。発
達
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

の
権
利
を
守
る
た
め
次
の
２
つ
の
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

（１
）

「障
害
基
礎
年
金
学
習
会
」

令
和
５
年
度
は
、
県
立
特
別
支
援
学
校
２
校
、
会
員
研
修
、
地

域
の
障
が
い
者
団
体
等
を
対
象
に
５
回
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
学

習
会
は
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
が
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（約
６０
分
）
を
視
聴
し
、
質
疑
応
答
形
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
働
く
保
護
者
の
為
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

（２
）

「疑
似
体
験
学
習
会
」

知
的

。
発
達

「障
が
い
」
の
理
解
を
目
的
と
し
た
出
前
講
座

で
す
。
令
和
５
年
度
は
、
県
内
３
か
所
に
あ
る
啓
発
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
に
よ
っ
て
総
計
１３
回
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
す
で
に

地
域
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

・
筑
後
市

「ち
っ
き
ゃ
ら
」
。
筑
豊
地
区

「
つ
ば
さ
」
・
大
野
城

市

「ま
ど
か
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で
実
施
の
場
合
は
福
岡
市

の

「
手
を

つ
な
ぐ
応
援
隊
」
に
ご

協
力

い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

※
出
前
講
座
の
申
込
、
問
合
せ
先
は
、
福
岡

県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局
。
電
話
、

メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（本
紙
４
頁
に
連
絡
先
記
載
）

て

さ

に

ぎ

館
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作成したものです。

〇
関
係
機
関
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
は
、
国
に
対
し
て

。
制
度
改
革
関
連
要
望
書

・

物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
を
踏
ま
え
た
緊
急
要
望
書

・
介
護
報
酬

改
定
に
係
る
要
望
書

・
能
登
半
島
地
震
に
係
る
要
望
書
を
全
国

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
を
通
じ
て
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
福
岡
県
に
対
し
て
は
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
関

す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
高
裁
に
対
し
て

の
旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る
署
名
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
も
市
町
村
の
障
が
い
福
祉
に
関
係
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
意
見
提
出
を
地
域
育
成
会

（親

の
会
）
に
強
く
働
き
か
け
、
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

（関
連
記
事
２
頁
掲
載
）

※
７
月
３
日

（水
）
最
高
裁
判
決
で
旧
優
生
保
護
法
の
違
憲
判
決
が
出
ま
し
た
。

令和 5年度 収支決算

経常収益

1受取会費 2,264,000

2受取補助金等 2,570,000

3事業収益 2,919,427

4寄付金その他 779,953

経常収益計 8,533,380

経常費用

事業費計 6,665,868

管理費計 1,823,050

経常費用計 8,488,918

当期経常増減額 44,462

令
和
５
年
度
、
出
前
講
座
は
年
間
１８
回
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

は
す
で
に
６
月
末
現
在
５
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
と

っ
て
「知
的

。
発
達
障
が
い
者
」
は
身
近
な

存
在
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
知
的

。
発
障
が
い

児
は
、
地
域
を
離
れ
た
特
別
支
援
学
校
に
通
い
、
卒
業
後
は
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
を
利
用
し
、
地
域
と
離
れ
て

生
活
し
て
い
る
方
が
多
い
か
ら
で
す
。
ま
た
今
日
、
自
治
会
組
織

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
力
が
低
下
し
、
子
供
会
組
織
が
な
く
な

っ
た
と

こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

少
子
化
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
特
別
支
援

学
校
を
拠
点
と
し
た
地
域
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
そ
の
ひ
と

つ
で

・し
よ
つヽ
。

そ
の
た
め
も
、
私
た
ち
育
成
会
は
、
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
核

と
し
て
、
知
的

・
発
達
障
が
い
者

の
理
解
を
強
く
推
進
し
て
い

き
ま
す
ｃ

●
令
和
６
年
度
　
第
１
回
福
岡
県
知
的
障
が
い
者
相
談
員
研
修
会

開
催
日
時
　
令
和
６
年
８
月
１６
日
（金
）

１３

一
〇０

～

１５

¨
３０

開
催
場
所
　
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
棟
５
階
　
５
０
６
研
修
室

内
　
　
容
　
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
パ
ー
ト
２

講
　
　
師
　
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
　
又
村
あ
お
い
氏

能
登
半
島
地
震
義
援
金あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

※
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
で
は
、
引
き
続
き
義
援
金
の
募
金
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

瘍形傾
ヽ
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令
和
６
年
６
月
２５
日
（火
）
午
後
３
時
過
ぎ
に
国
交
省
の

大
臣
室
に
て
、
本
会

横
山
利
恵
子
会
長
、
全
国
手
を

つ
な

ぐ
育
成
会
連
合
会

事
務
局
長
又
村
あ
お
い
氏
が
同
席
し
、

標
記
要
望
書
を
、
斉
藤
大
臣
に
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

「身
体
障
害
者
用
駐
車
場
」
は
、
福
岡
県
で
は
「ま
ご
こ
ろ

駐
車
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
、
妊
婦
の
方
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。

要
望
書
の
抜
粋
を
次
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

※
要
望
書
の
提
出
に
際
し
て
は
、
塩
出
麻
里
子
福
岡
県
議
会
議
員
、
石
本

優
子
福
岡
市
議
会
議
員
、
ま
た
、
東
京
で
は
、
秋
野
公
造
参
議
院
議
員
や

秘
書
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

中央、斉藤国交大臣、左に横山会長、又村全育連事務局長、
塩出福岡県議会議員、右に秋野参議院議員、石本福岡市議会議員

身体障害者用駐車施設に関する要望(抜粋)
一、大きさ(奥行き)規定について例えば、道路の移動等円滑化に関するガイ

ドラインでは、「身体障害者用駐車施設の幅は、車体用スペース幅2■m程
度に、高齢者・身体障害者等が円滑に乗降可能な乗降用スペース幅1.4m

以上を加えた35m以上確保する。」、「車体の大きい福祉車両や後部乗降
を行う福祉車両などへの対応を考慮した幅、奥行き、高さとすることが

望ましい」とあります。現在の福祉車両には、車両後部に備えたなだらか

なスロープを使い、車いすやストレッチヤーのまま乗り降りできる車両も

増えております。その場合、車両後部の奥行きは25m程度必要となりま
す。国土交通省所管のバリアフリーに係る施設整備のガイドラインにお

いて、奥行きを25m以上と改定していただけますよう要望します。
二、案内表示について当該施設の標示をガイドラインに沿い見やすい場所へ

設置していることは利用者にとって有益でありますが、奥行きが確保され

ていない状況で駐車スペースの真後ろに案内表示を設置した場合、後部ド

アの閉開及び車両スロープの利用に支障が出ることもあります。十分な奥

行きの確保ができない場所については案内表示を駐車スペースの端に設

置する規定をガイドラインにおいて作っていただけますよう要望します。

ヽ
嬌
や

第

６
回
福
岡
県
警
と

の
情
報
交
換
会

一勒

令
和
６
年
６
月
２６
日
（水
）午
後
２
時
か
ら
福
岡
県

議
会
館
第
２
小
会
議
室
で
第
６
回
福
岡
県
警
と
の
情

報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

福
岡
県
警
本
部
か
ら
は
、
総
務
部
総
務
課

調
査
官

兼
課
長
補
佐

警
部

最
所
裕
之
氏
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
育
成
会
か
ら
は
福
岡
県
、
横
山
利
恵
子
会
長
、
北

九
州
市
、
服
部
栄
子
会
長
、
福
岡
市
か
ら
は
、
下
山
い

わ
子
理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
交
換
会

の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
福
岡
県
議
会
議
員
の
塩

出
麻
里
子
、
川
上
多
恵
両
氏
が
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
事
務
局
よ
り
、
過
去
５
回
の
交
換
会
で
の
内

容
や
実
績
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
知
的

・

発
達
障
が
い
者
の
犯
罪
被
害
防
止
や
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
対
策
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
最
所
警
部
か
ら
は
、
県
警
本
部
と
し
て
、
障

が
い
者
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
等
に
関
す
る
研
修
会

の
開
催
と
様
々
な
事
例
に
対
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
を
実
践
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
と
て
も
心

強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
実
り
多
い
交
換
会
で
し
た
。

令
和
６
年
６
月
２１
日
（金
）午
後
１
時
３０
分
か
ら
（株
）損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
橋
支

店

大
会
議
室
に
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ
令
和
５
年
度
事
業
報
告

・
収

支
報
告
等
の
議
決
事
項
は
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
ｃ
報
告
の
中
で
の
注
目
事
項

は
「賛
助
会
員
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
会
員
増
強
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
で
し
た
ｃ

詳
細
は
、
後
日
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
文
書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
は
ご
支
援
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
ｃ

大臣室で、斉藤鉄夫国交大臣 (中央 )
に、横山利恵子会長と全育連 又村あおい

事務局長が要望を説明する。
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″福
祉
工
一房

「わ
か
く
す
」

開
設
五
周
年
で
式
典
″

粕
最
郡
芋
美
町
障
害
者
共
同
作
業
所

「福
祉
工
房

わ
か
く
す
こ
の
隣
設
五
周
年
記
念
式
典
が
、
町
内
の

後
援
団
体
及
び
地
域
住
民
多
く
の
参
加
の
も
と
に
、

九
月
二
十
二
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

工
房
は
、
平
成
九
年
五
澤
障
害
者
九
人
で
開
設
。

こ
の
五
年
間
に
二
人
の
友
撻
が
、
同
町
や
福
岡
市
の

企
業
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

・
記
念
式
英
で
は
、
「
こ
こ
ろ
の
鮮
度
」
と
題
し
て
石

村
発
生

（福
岡
市
教
育
委
員
）
に
よ
る
講
演
、
ま
た

榎
圏
工
房
長
は

「地
域

の
支
援
の
お
か
げ
で
票

張
っ
て
来
ら
れ
た
●
と

あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
一

支
援
者
、
通
所
者
に
よ

る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
等

が
披
露
さ
れ
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ズ
マ
後
益
々
の
発
展
を
″
・

|‐六1公
平成 9年 5月
平成19年 2月

平成14年 10月 15日「はぐくむ第46号」から

「わかくす」を支えているのは、「人」です。

人と人の結びつきをとおして、

障がいのある人もない人も、

利用者も職員もボランティアも

共に、あたたかい雰囲気の中で

学びあい、助け合い、感謝を忘れず
「わかくす」のように大地にしっかり根を張り

成長していくことです。

5月下旬、福祉工房わかくすを訪ねた時、工房の入

り口に駐車した車の荷台から段ボール箱が積み下ろ

されていました。藤木理事長がその箱を開けて、作業

の内容を説明されました。葬祭用の引き出物の箱の

組み立てと品物を入れる作業だということでした。

毎年秋に開催 して、地域の人たちやボラン

テイアとの交流を深めています。

他にも誕生会や餅つきなどのレクリエーシヨ

ン活動を実施しています。

宇美町障害者共同作業所「福祉工房わかくす」設立

特定非営利活動法人宇美町障がい者共同作業所「福祉工房わかくす」設立

|1鳳軋孟
「福祉工房わかくす」は設立から27年目を迎えました。

宇美町の地域活動支援センターとして、障がいのある人たちの生活

を支える場となっています。また、5周年記念の「はぐくむ第46号」の記

事にあるように多くの地域の支援者(会員等)に支えられてきました。

この地域に根差した地道な活動の積み重ねが、共生社会の実

現に向けて大切なことだと痛感しました。      (事 務局)

藤木基荘理事長に作業所
「わかくす」の名前の由来をお

聞きしたところ、設立時に当

時の宇美町の福祉課長さんが

「宇美八幡宮の大樟のように

育ってほしい」との願いで名
づけられたそうです。 国指定天然記念物の樟の前で

,`|コ,,,=,掌 ,,

作業の様子

わかくす秋祭りの様子

it●=

欝き
く・・  ダ

`り

F

お餅をこねています

【福祉工房わかくす】会員・賛助会員を募集中!!
※いつでも、気軽にお電話ください。

〒811-2131糟屋郡宇美町貴船 2丁 目40番 3号
理事長 藤木 基荘 電話・FAX 092-932-8510

1福祉工房
|わかくす

わかくす ほめて育む

2回 目の訪間を終えようとしたとき、藤本理事長がおもむろに口を開かれました。
「早めに、作業所を開けるんですよ」と。利用者の何人かが、作業開始時刻より2時間ほど前に、事業所に来るからとのことでし

た。また、ひきこもりでいた一人の利用者のお話もされました。「本人のペースを見守り」そして、「小さなことでも、出来た時は必

ずほめるんです」と。否定の言葉からは、否定的な言葉しか返ってきません。この「わかくす」の暖かさが、利用者の心を開かせ、

活きる居場所となっているのだと思いました。今日も7人の利用者たちは、元気に作業に集中していることでしょう。 (事務局)
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関誌「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 一日 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、一日 (1冊 )の
場合は年間240円 です。

【購読料のうち一口当たり50円は災害発生時の見
舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ6/7月号表紙 ヽ卜、ヽ
＼‐‐‐‐‐||イ
＼

【賛助会員会費は次の通りです】

知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1回 2,000円 /年
◆会費(団体会員)1回 10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
電言舌:092-584-4374 FAX:092-584・ 4378

E-lnail i info(Э fk―ikusei.org

HP:https://fk― ikusei.org/

―地域連携推進会議 ―

地域連携推進会議は、施設等と地域が連携し、以下の目的を達成す

るために、地域の関係者を含めた外部の方が参画する会議体です。

1.利用者と地域との関係づくり
2.地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進
3.施設等やサービスの透明性・質の確保
4.利用者の権利擁護 (厚生労働省の手引きから)

株式会社「恵」の連座制適用 :GH利用者の食材費のピンハネ、
サービス報酬の水増し請求が報道されています。

これらの問題を解決する手立ての一つが、地域連携推進

会議です。令和 6年度は、努力義務、令和 7年度から義務化

されます。

4

,OL

「
智
ち

ゃ
ん
の
白
内
障

の
術
後
に
つ
い
て
」

６
月
初
旬
に
手
術
も
無
事
に
終
わ
り
、
元
気

に
Ｂ
型
事
業
所
に
通
所
し
て
い
ま
す
。
職
員
か

ら

「作
業
も
字
を
書
く
こ
と
も
発
症
以
前
の
状

態
に
戻

っ
て
い
ま
す
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
手
術
を
受
け
る
に
あ
た
り
家
族
が
感
じ

た
こ
と
は
、
全
身
麻
酔
に
よ
る
施
術
は
、
多
項

目
の
術
前
検
査
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
人
の
身
体

的

。
精
神
的
負
担
を
増
加
さ
せ
た
も
の
と
思
い

ま
し
た
。
入
院
す
る
病
室
を
個
室
に
す
る
か
多

床
室
に
す
る
か
で
も
迷
い
ま
し
た
。

他
の
患
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
か
、
集
団
の

中
で
２
泊
の
入
院
生
活
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
、

個
室
だ
と
寂
し
く
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
思

う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

主
任
看
護
師
と
本
人
を
交
え
話
し
合
い
無
難
な

二
人
部
屋
に
決
定
し
ま
し
た
。
智
ち
ゃ
ん
、
ま
た

家
族
に
と
っ
て
幼
児
期
以
来
の
入
院
に
な
り
ま
し

た
が
、
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
誰
も
よ
く
訓
練

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
優
し
い
言
動
か
ら
障
が
い
者

の
心
理
状
態
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
り
心
配
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員

の
皆
様
で
同
様
の
症
状
で
お
悩
み
の
方
が
居
ら
れ

ま
し
た
ら
、
初
期
の
受
診
か
ら
総
合
病
院
で
の
検

査

・
入
院

。
手
術
に
至
る
経
過
ま
た

一
時
的
に
出

現
し
た
後
遺
症
に
つ
い
て
記
録
が
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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